
飯
島
渉
・
久
保
亨
・
村
田
雄
二
郎
編

シ
リ
ー
ズ

二
O
世
紀
中
園
史

石

示良

牛
口

) 11 
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こ
の
三
十
年
、
日
本
の
中
岡
近
現
代
史
研
究
は
大
き
な
愛
貌
と
進
展
を
見

た
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
こ
の
三
十
年
に
我
々
が
目
撃
し
た
中
園
の
愛
貌
と
、

あ
る
意
味
で
相
沿
う
形
の
愛
化
で
あ
っ
た
と
も
-
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
き
く
様

愛
わ
り
し
た
日
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
は
、
歴
史
の
正
負
の
遺
産
を
抱
え

つ
つ
今
日
に
至
っ
た
中
園
に
向
き
合
う
に
さ
い
し
て
、
ど
の
よ
う
な
知
見
を

提
供
し
う
る
の
か
。
そ
の
-
課
題
に
正
面
か
ら
庭
え
よ
う
と
し
た
の
が
、
全
四

巻
か
ら
な
る
本
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
園
の
存
在
感
が
い
や
増
す
中
で
、
近
年
中
園
近
現
代

史
に
関
す
る
総
ム
門
的
著
作
、
す
な
わ
ち
通
史
や
大
型
シ
リ
ー
ズ
も
の
が
陸
績

と
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
年
間
の
主
な
も
の
だ
け
で
も
、
「
シ
リ
ー
ズ

中
凶
に
と
っ
て
の
二

O
世
紀
」
(
西
村
成
雄
ほ
か
、
全
七
冊
、
青
木
書
底
、

二
O
O
四
l
二
O
一
O
年
)
、
『
中
国
の
歴
史
一

O

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
!
と

近
代
中
園
」
(
菊
池
秀
明
、
講
談
抗
、
二

0
0
五
年
)
、
『
現
代
中
園
の
照
史
』

(
久
保
亨
ほ
か
、
東
京
大
事
出
版
合
、
二

O
O
八
年
)
、
『
新
版
中
園
の
歴

史
〔
近
世
|
近
現
代
〕
』
(
愛
宕
元
・
森
田
憲
司
編
、
昭
和
堂
、
二

O
O
九

年
)
、
『
園
説
中
岡
近
現
代
史
〔
第
三
版
〕
』
(
池
田
誠
ほ
か
、
法
律
文
化
祉
、

二
O
O九
年
)
、
「
叢
書
・
中
図
的
問
題
群
」
(
全
十
二
冊
、
岩
波
書
作
目
、
二

0
0九
年
i
)
、
「
シ
リ
ー
ズ
中
園
近
現
代
史
」
(
吉
津
誠
一
郎
ほ
か
、
全

六
巻
、
岩
波
新
書
、
二

O
-
O年
1
)
が
銃
刊
、
も
し
く
は
刊
行
中
で
あ
り
、

こ
の
上
さ
ら
に
十
巻
を
こ
え
る
『
岩
波
講
座
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史
』
(
和

田
春
樹
ほ
か
編
)
が
今
秋
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
近
年
の
研
究
の
深
ま
り
ゃ
多
様
化
を
踏
ま
え
た
研
究
動

向
紹
介
の
入
門
書
も
、
大
向
学
生
・
研
究
者
を
釣
象
と
し
て
、
『
中
園
近
現
代

史
研
究
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
(
田
中
比
呂
志
・
飯
島
渉
編
、
研
文
山
山
版
、
二

0
0
五
年
)
、
『
中
国
歴
史
研
究
入
門
』
(
砺
波
護
ほ
か
編
、
名
古
屋
大
皐
出

版
舎
、
二

O
O
六
年
)
、
『
一
二
世
紀
の
中
園
近
現
代
史
研
究
を
求
め
て
』

(
飯
島
捗
・
田
中
比
呂
志
編
、
研
文
出
版
、
二

O
O
六
年
)
な
ど
の
形
で
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
中

図
研
究
入
門
』
(
坂
野
正
高
ほ
か
、
東
京
大
挙
出
版
曾
)
の
全
面
改
訂
版
の

編
集
が
進
行
中
だ
と
い
う
。

ま
さ
に
花
盛
り
で
あ
り
、
こ
の
数
年
は
日
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
者
の

多
く
が
、
こ
う
し
た
大
型
企
重
の
い
く
つ
か
を
掛
け
持
ち
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
研
究
動
向
を
論
じ
た
個
別
議
表
の
論
文
・
論
評
を
加
え
れ

ば
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
え
る
わ
け
だ
か
ら
、
近
現
代
史
研
究
の
動
向
は
す

で
に
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
中
国
の
現
在
を
、
二

O
世
紀
と
い
う
時
代
と
の
関

係
の
な
か
で
よ
り
深
く
理
解
し
た
い
と
考
え
る
幅
庚
い
請
者
」
を
封
象
と
し

た
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
分
野
別
の
通
史
と
い
う
総
合
著
作
の
性
質
と
研
究
動
向

の
分
析
・
展
望
と
い
う
入
門
書
の
性
質
を
二
つ
な
が
ら
粂
ね
備
え
る
と
い
う

斬
新
な
内
容
と
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の

は
、
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
が
提
示
す
る
三
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
「
円
取
新
の

学
問
的
成
果
を
簡
潔
に
示
す
こ
と
」
、
「
今
後
の
研
究
課
題
や
手
法
を
展
望
す

59 
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る
こ
と
」
、
そ
し
て
「
現
段
階
で
の
研
究
蓄
積
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
の
研
究
の
後
信
力
の
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
シ
リ
ー
ズ
は
「
車
に
賓
設
的
な
研
究
論
文
を
集
め
る
論
文
集
で
は
な
く
」
、

日
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
の
成
果
と
課
題
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
提
示
し
、

研
究
諸
領
域
の
相
互
の
理
解
と
封
話
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で

あ
る
。そ
れ
ゆ
え
、
全
四
巻
に
感
り
込
ま
れ
た
各
論
説
は
、
一
方
で
各
領
域
の
研

究
史
や
関
連
研
究
の
羅
列
紹
介
に
な
る
の
を
避
け
、
ま
た
他
方
で
個
別
の
事

賓
関
係
の
提
示
に
終
始
し
な
い
と
い
う
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
は
、
何
回
か
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
そ
の
方
針
が
徹
底
さ
れ
た
ゆ
え

で
あ
ろ
う
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
計
四

O
篇
の
論
説
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
こ

の
高
度
な
要
求
に
見
事
に
一
燃
え
た
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
宰
貝
誼
的
な
研

究
論
文
の
執
筆
に
慣
れ
た
数
十
名
の
専
門
家
を
、
こ
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と

方
向
づ
け
た
編
者
の
努
力
に
は
、
最
大
限
の
賞
賛
が
賄
ら
れ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
ろ
、
っ
。

本
欄
の
限
ら
れ
た
紙
幅
で
、
内
存
閏
旦
官
同
な
四
O
篇
に
上
る
論
説
を
個
々
に

紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
と
言
っ
て
、
そ
の
概
略
を
要
約
紹
介

す
る
こ
と
は
、
各
研
究
分
野
の
概
況
紹
介
を
含
む
本
書
の
性
質
上
、
要
約
の

さ
ら
な
る
要
約
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
馴
に
鑑
み
て
、
以
下
本
稿
で

は
、
全
四
巻
の
構
成
を
示
し
た
上
で
、
本
シ
リ
ー
ズ
が
総
懐
と
し
て
持
つ
で

あ
ろ
う
意
義
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
、
併
せ
て
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
い
く

つ
か
の
論
説
に
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
巻
「
中
華
世
界
と
近
代
」

総
論
持
績
・
凶
変
容
す
る
世
界
お
よ
び
他
者
と
の
避
遁
(
村
阿
雄
二
郎
)

第
一
部
中
華
世
界
の
構
造
と
締
長
谷

-
清
末
の
釘
外
髄
制
と
釘
外
開
係
(
刷
本
隆
司
)

2

中
閥
的
世
界
像
の
饗
容
と
再
編
(
茂
木
敏
夫
)

3

交
通
通
信
と
帝
岡
シ
ス
テ
ム
の
再
編
(
千
葉
正
史
)

第
二
部
枇
合
経
済
の
動
態
と
再
編

4

沿
海
枇
舎
と
地
域
秩
序
の
愛
容
(
村
上
衛
)

5

清
代
後
期
に
お
け
る
枇
舎
経
済
の
動
態
(
吉
津
誠
一
郎
)

6

中
H

羊
帝
園
財
政
の
近
代
化
(
山
石
井
茂
樹
)

第
三
部
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
文
化
愛
容

7

辛
亥
革
命
の
心
性
|
|
湖
南
省
の
民
衆
文
化
を
中
心
に
(
藤
谷
浩

悦
)
「
藩
部
」
と
「
内
地
」
|
|
二

O
世
紀
前
半
の
内
モ
ン
ゴ
ル
(
唐
川

佐
保
)

近
代
中
園
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
・
思
想
・
逗
動
(
黄
興
津
/
小

野
寺
史
郎
詩
)

中
華
民
族
論
の
系
譜
(
村
田
雄
二
郎
)
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第
二
巻
「
近
代
性
の
構
造
」

総
論
近
代
・
近
代
化
・
近
代
性
(
飯
島
渉
)

第
一
部
政
治
空
間
の
再
編

1

政
治
制
度
の
印
刷
民
遷
と
中
央
・
地
方
関
係
(
金
子
墜
)

2

地
域
社
舎
の
構
造
と
嬰
動
(
出
中
比
旦
口
志
)

3

凶
際
枇
舎
と
中
岡
外
交
(
唐
啓
華
/
戸
部
健
課
)

4

歴
史
撃
者
と
凶
十
意
識
(
吉
開
勝
人
)

第
二
部
枇
合
秩
序
の
饗
容



農
村
一
枇
舎
と
政
治
文
化
(
笹
川
裕
史
)

近
代
教
育
と
祉
曾
愛
容
(
高
同
幸
男
)

7

都
市
中
間
層
の
形
成
と
大
衆
の
時
代
(
山
石
間
一
弘
)

第
三
部
近
代
化
の
位
相

8

中
園
と
世
界
経
済
(
城
山
智
子
)

通
信
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
と
園
際
関
係
(
貴
志
俊
彦
)

衛
生
の
制
度
化
と
近
代
性
の
連
鎖
(
飯
島
渉
)

5 

は
じ
め
に

1
日
本
の
二

O
世
紀
中
岡
史
研
究
(
久
保
古
了
村
同
雄
二
郎
・
飯
島

渉
)

2
大
陸
中
園
の
民
岡
史
研
究
(
陳
紅
民
/
小
川
唯
誇
)

3

世
紀
醇
換
期
宣
室
湾
の
中
園
近
現
代
史
研
究
(
張
力
/
光
出
剛
誇
)

4

近
代
中
園
研
究
の
史
料
と
史
的
学
(
桑
兵
/
竹
元
規
人
語
)

5
韓
関
の
中
国
認
識
と
中
園
研
究
(
白
永
瑞
/
金
友
子
諜
)

6
ア
メ
リ
カ
の
中
岡
近
現
代
史
研
究
(
リ
ン
ダ
・
グ
ロ
ー
ブ
/
須
藤
瑞

代
詳
)

7
文
明
史
と
し
て
の
中
園
近
現
代
史
(
上
田
信
)

二
O
世
紀
中
園
史
文
献
日
銀

二
O
世
紀
中
園
史
関
連
年
表

線
索
引
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第
三
谷
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
中
園
」

総
論
会
球
化
の
奔
流
と
主
隈
と
し
て
の
中
園
(
久
保
亨
)

第
一
部
政
治
シ
ス
テ
ム
と
政
治
過
程

-
祉
舎
主
義
下
の
黛
・
岡
家
と
一
吐
舎
(
高
橋
伸
夫
)

2
大
陸
と
塞
湾
の
一
黛
濁
裁
シ
ス
テ
ム
(
松
岡
康
博
)

3

戦
後
の
岡
際
環
境
と
外
交
(
川
島
旨
(
)

4

近
代
法
制
の
形
成
過
程
(
高
見
淳
磨
)

第
二
部
思
想
と
文
化
の
空
間

5
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
(
水
羽
信
男
)

6
言
論
・
出
版
の
自
由
(
中
村
元
哉
)

第
三
部
一
吐
合
同
経
済
と
民
衆

7
近
代
的
企
業
の
設
展
(
富
津
芳

E
)

農
村
献
舎
か
ら
み
た
4
1
地
改
革
(
山
本
員
)

生
殖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
ジ
エ
ン
ダ
l
(
小
漬
一
止
子
)

統
制
と
開
放
を
め
ぐ
る
経
済
史
(
久
保
亨
)

8 

本
シ
リ
ー
ズ
の
巻
分
け
は
、
大
ま
か
に
第
一
巻
が
一
九
世
紀
か
ら
二

O
世

紀
初
期
、
第
二
巻
が
二

O
世
紀
前
中
十
、
第
三
巻
が
一
九
三

0
年
代
か
ら
一
九

八
0
年
代
を
そ
れ
ぞ
れ
封
象
と
し
て
お
り
、
各
時
代
の
中
で
中
岡
枇
舎
が
直

面
し
た
課
題
と
そ
の
背
景
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
l
マ
ご
と
の
研
究
動
向
紹
介

と
有
機
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
が
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
時
期

は
あ
る
程
度
匿
切
ら
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
二

O
世
紀
に
お
け
る
婆
化

や
轄
換
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
「
不
饗
」
の
側
而
ゃ
い
わ
ゆ
る
「
惇
統
献

舎
」
の
構
造
や
意
識
に
も
目
を
向
け
る
べ
く
、
清
朝
中
期
を
視
野
に
入
れ
、

さ
ら
に
は
二
百
年
、
一
二
百
年
と
い
っ
た
よ
り
長
期
の
ス
パ
ン
で
二

O
世
紀
中

園
を
再
考
す
る
覗
貼
(
と
り
わ
け
第
一
巻
と
第
四
巻
の
上
同
論
文
)
は
、
し

っ
か
り
と
保
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
巻
で
は
内
外
に
お
け
る
二

O
世
紀

10 9 
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第
四
巻
「
現
代
中
園
と
一
昨
史
事
」
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中
岡
研
究
の
現
状
と
最
新
の
研
究
課
題
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。

全
径
の
構
成
を
一
瞥
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
研
究

領
域
・
テ
l
マ
は
、
日
本
の
研
究
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
網
羅
し
て
お
り
、
と
り

わ
け
近
年
の
研
究
の
進
展
が
著
し
い
枇
舎
史
的
研
究
を
麿
、
く
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
「
革
命
中
心
史
観
」
の
後
退
に
と
も
な
っ
て
、
民
園
史
研
究

が
、
さ
ら
に
は
清
末
・
民
園
と
い
う
時
期
・
領
域
、
な
い
し
政
治
史
そ
の
も

の
を
相
封
化
す
る
多
分
野
の
研
究
が
こ
の
三
十
年
の
聞
に
め
ざ
ま
し
い
愛
辰

を
見
せ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
内
外
に
お
け
る
研
究
の
現
況
は
、
こ

の
構
成
に
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
多
様
化
し
た

研
究
領
域
そ
れ
ぞ
れ
の
具
樫
的
成
果
は
、
今
や
個
別
賞
訟
の
積
み
重
ね
か
ら
、

よ
り
大
き
な
歴
史
的
文
脈
へ
の
接
合
を
求
め
ら
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

昨
年
、
本
誌
六
入
者
二
競
に
掲
載
さ
れ
た
本
野
英
一
氏
の
書
評
(
城
山
智

子
氏
の
著
書

h
p
g
&コぉ
h
H

マ
C
ミ
ミ

U
A
T
Z
S
S
に
封
す
る
も
の
)
は
、

「
一
九
八

0
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
園
民
政
府
期
の
歴
史
研
究
は
、
新
史
(
貫

護
掘
と
い
う
初
期
段
階
は
通
り
越
し
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
史
賓
の
相
互
肉

果
閥
係
を
、
よ
り
大
き
な
歴
史
的
文
脈
の
中
で
整
合
的
に
説
明
す
る
貼
に
力

黙
が
置
か
れ
る
段
階
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
刊

行
は
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
認
識
が
園
民
政
府
期
だ
け
で
な
く
、
一
九
世
紀

か
ら
二

O
世
紀
に
ま
た
が
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
時
期
・
領
域
の
研
究
に
も

向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
雄
訴
に
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
が

我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
、
個
別
の
賓
談
研
究
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
新

知
見
が
、
二

O
世
紀
の
、
さ
ら
に
は
二
一
世
紀
の
中
園
を
理
解
す
る
上
で
持

ち
得
る
歴
史
的
展
望
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
口
に
中
園
近
現
代
史
の
研
究
者
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
研
究
分
野
を
宇
歩
で
も
離
れ
れ
ば
、
知
ら
な
い
こ
と
や
理
解
し
得
な
い

こ
と
は
昔
、
に
多
い
。
ま
た
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
者
諸
氏
の
専
門
論
文
を
個

別
に
謹
ん
で
も
、
せ
い
ぜ
い
で
そ
の
賓
設
の
意
義
深
さ
が
わ
か
る
だ
け
で
、

著
者
が
抱
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
よ
り
大
き
な
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
な
か

な
か
っ
か
み
か
ね
る
の
が
現
賓
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
分
野
の
第
一
線
で

着
賓
な
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
中
堅
・
少
壮
の
…
専
門
家
が
、
研
究
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
他
分
野
の
護
者
を
念
頭
に
お
い
て
披
涯
し
て
く
れ
る
本
書
は
、
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
第
四
巻
で
、
史

料
と
史
随
一
7

の
関
係
に
つ
い
て
半
日
の
コ
メ
ン
ト
を
展
開
し
た
桑
兵
氏
は
、
史

撃
の
要
諦
を
「
で
き
る
だ
け
各
種
の
目
録
や
参
五
ぢ
童
日
を
利
用
し
、
先
人
の
成

果
と
既
知
の
資
料
を
把
握
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
が
提
供
し

て
く
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
「
先
人
の
成
果
と
既
知
の
資
料
を
把
握
す
る
」
上

で
の
格
好
の
道
し
る
べ
で
あ
る
。
ま
た
同
氏
の
い
う
「
で
き
る
だ
け
各
種
の

日
銀
や
参
考
書
を
利
用
し
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
四
容
が
掲
げ
る
膨
大
な

量
の
「
二

O
世
紀
中
国
史
文
献
日
銀
」
が
後
皐
に
稗
盆
す
る
も
の
と
な
る
だ

ろ、つ。主
に
一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
初
期
を
扱
っ
た
第
一
巻
で
は
、
清
朝
時
期

を
合
む
祉
曾
経
済
制
度
の
仕
組
み
が
、
今
日
の
中
岡
の
課
題
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
丁
寧
に
説
明
・
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
外
交
と
い

う
観
念
白
健
を
も
狙
上
に
載
せ
る
岡
本
論
文
、
経
済
・
財
政
制
度
の
仕
組
み

を
論
じ
た
吉
津
論
文
、
山
石
井
論
文
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
近
代

の
改
革
者
か
ら
は
目
の
敵
に
さ
れ
た
民
間
に
よ
る
徴
税
請
負
方
式
が
、
統
治

コ
ス
ト
や
中
園
枇
舎
の
賓
情
か
ら
見
た
場
合
、
賓
は
あ
る
種
の
合
理
性
を
持

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
幾
た
び
か
の
動
乱
や
革
命
に
も
か
か

わ
ら
ず
生
き
残
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
岩
井
論
文
の
指
摘
は
、
「
近
代
」
の
目
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で
中
園
の
「
不
合
理
」
を
見
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
に
は
、
頂

門
の
一
針
と
も
言
、
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

山
石
井
論
文
が
、
梁
啓
超
に
よ
る
請
負
制
批
判
を
素
材
に
し
て
話
を
説
き
起

こ
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
年
の
中
園
近
現
代
史
研
究
は
、
長
ら
く
梁
牌
超
ら

中
岡
を
改
造
し
よ
う
と
し
た
嘗
事
者
の
日
を
通
し
て
清
朝
の
樫
制
を
理
解
し

て
き
た
出
が
あ
る
。
か
れ
ら
の
目
に
映
じ
た
現
状
が
賓
は
現
状
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
理
念
的
に
措
定
さ
れ
た
近
代
像
や
望
ま
し
い
中
国
像
の
裏
返
し
で

あ
っ
た
と
い
う
事
賓
は
、
「
惇
統
」
や
民
族
論
の
再
編
を
論
じ
た
茂
木
論
文
、

村
出
論
文
で
も
重
ね
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
園
の
園
土
・
境
域
観

念
の
愛
還
を
扱
っ
た
第
二
巻
の
吉
開
論
文
も
、
掻
縮
常
な
か
っ
た
歴
代
王
朝

の
版
園
の
う
ち
、
清
朝
盛
期
の
も
の
が
、
後
年
に
な
っ
て
「
歴
史
上
の
中

園
」
と
認
識
さ
れ
た
過
程
を
概
観
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
清
朝
像
に
し
て
も
、

惇
統
的
な
中
図
像
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
近
代
と
い
う
過
程
の
中
で
歴
史
的

に
生
み
山
さ
れ
て
き
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
清

朝
(
奮
中
園
)
時
期
の
財
政
や
祉
舎
を
扱
っ
た
第
一
巻
の
論
説
の
多
く
は
必

然
的
に
、
通
念
化
し
た
際
史
像
の
、
近
代
に
お
け
る
形
成
過
程
と
、
そ
の
形
成

過
程
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
近
年
の
研
究
の
歩
み
|
|
す
な
わ
ち
研
究
者
の

側
の
覗
黙
の
饗
化
ー
ー
を
、
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
考
は
、
車
な
る
研
究
史
の
整
理
に
止
ま
ら
な

い
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
高
く
評
債
で
き
よ
う
。

第
一
巻
が
、
大
き
く
言
っ
て
惇
統
的
中
岡
像
と
そ
の
愛
存
を
め
ぐ
る
諸

テ
l
マ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
針
し
て
、
主
に
二

O
世
紀
前
半
を

扱
っ
た
第
二
巻
は
、
「
近
代
性
の
構
造
」
を
め
ぐ
る
テ
l
マ
が
議
論
の
中
心

で
あ
る
。
飯
島
氏
の
第
二
巻
「
総
論
」
に
よ
れ
ば
、
近
代
性
の
構
造
と
は
、

「
近
代
祉
舎
を
構
成
す
る
制
度
や
技
術
が
世
界
の
各
地
に
均
質
性
や
同
時
性

を
強
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
仕
掛
け
」
で
あ
り
、
政
治
や
経
済
だ
け
で
な
く
、

「
近
代
国
家
が
個
人
と
岡
家
、
地
域
と
図
家
の
闘
係
を
再
編
し
て
い
く
、
そ

の
関
係
性
そ
の
も
の
」
を
指
し
て
い
る
。

か
か
る
蹴
黙
に
立
っ
て
二

O
世
紀
前
半
の
中
国
を
振
り
返
る
さ
い
に
立
ち

あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
が
、
「
枇
舎
の
嬰
容
」
、
す
な
わ
ち
'
民
義
の
枇
合
史
的
視

座
か
ら
再
提
示
さ
れ
る
諸
々
の
新
た
な
歴
史
像
で
あ
る
。
社
合
国
史
的
ス
タ
ン

ス
に
立
っ
て
こ
の
時
期
の
時
代
相
を
見
直
す
こ
と
は
、
「
近
代
性
の
構
造
」

や
「
枇
舎
」
の
嬰
符
が
、
形
を
婆
え
な
が
ら
も
、
現
在
の
中
凶
で
継
績
し
て

い
る
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
都
市
中
間
層
を
扱
っ
た

岩
間
論
文
し
か
り
、
世
界
経
済
と
の
接
合
を
扱
っ
た
城
山
論
文
し
か
り
、
大

図
化
を
指
向
す
る
外
交
を
論
じ
た
唐
論
文
ま
た
し
か
り
、
こ
れ
ら
の
論
説
を

讃
む
者
は
、
民
園
の
そ
れ
ら
「
近
代
性
」
が
現
代
中
園
を
見
る
場
合
に
も
、

有
放
な
頑
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
賓
感
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
は
、

第
三
巻
に
配
さ
れ
て
は
い
る
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
自
由
を
扱
っ
た
水
羽
論

文
、
中
村
論
文
、
そ
し
て
民
園
期
の
企
業
経
営
の
あ
り
方
を
論
じ
た
富
津
論

文
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

現
代
中
岡
の
課
題
(
民
主
化
、
人
権
、
世
界
経
済
と
の
協
調
的
整
合
、
企

業
経
営
の
方
式
な
ど
)
を
二

O
世
紀
中
園
の
経
験
と
接
合
さ
せ
、
短
絡
的
な

中
国
分
析
で
は
な
く
、
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
を
訴
え
る

こ
れ
ら
の
論
説
は
、
現
在
の
中
園
の
課
題
が
、
賓
は
二

O
世
紀
を
通
し
た
課

題
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
賓
感
さ
せ
て
く
れ
る
。
現
代
中
園
と
の
連
績
性

に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
一
巻
の
い
く
つ
か
の
論
説
も
、
清
朝
か
ら
引
き
継
が

れ
た
遺
産
や
清
末
新
政
の
試
み
の
継
績
性
に
着
目
し
て
い
る
が
、
「
枇
曾
」

と
「
近
代
性
」
を
切
り
口
に
し
た
第
二
巻
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
掲
げ
た

第
三
巻
で
は
、
執
筆
者
の
多
く
が
よ
り
鮮
明
に
そ
の
志
向
を
打
ち
出
し
て
い
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る
よ
う
で
あ
る
。

と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
論
説
が
こ
と
さ
ら
に
二

O
世
紀
中
園
を
今
の

中
岡
と
性
急
に
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
、
つ
ま
で

も
な
い
。
例
え
ば
、
清
朝
以
来
の
中
央
・
地
方
関
係
を
財
政
権
の
管
理
と
合

わ
せ
て
論
じ
た
第
二
巻
の
余
子
論
文
ゃ
、
中
国
型
企
業
経
径
の
ス
タ
イ
ル
や

そ
の
愛
容
を
扱
っ
た
第
三
虫
色
の
富
津
論
文
な
ど
は
、
さ
す
が
に
そ
れ
ら
分
野

の
第
一
人
者
だ
け
あ
っ
て
、
的
確
な
具
樫
例
を
合
わ
せ
て
小
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
々
の
民
園
期
理
解
そ
の
も
の
を
大
い
に
助
け
て
く
れ
る
。
専
門
領
域
以
外

に
つ
い
て
も
、
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
は
大
枠
を
知
っ
て
お
く
必
要
の
あ
る

若
手
の
研
究
者
に
は
、
甚
だ
有
用
な
論
説
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

主
と
し
て
一
九
三

0
年
代
か
ら
一
九
八

0
年
代
を
針
象
と
し
た
第
三
巻
で

は
、
現
代
中
園
と
の
連
関
性
・
継
績
性
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
人
民
共
和
国
成
立
を
境
と
す
る
断
絶
も
か
な
り
相
封
化
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
九
年
を
ま
た
ぐ
連
績
性
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
断
絶
・
非
連
績
性

と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
も
の
(
例
え
ば
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
)
も
、
宮
、
は
伏
流
と

し
て
存
在
し
た
と
い
う
一
面
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
近
年
額
現
化

し
た
こ
と
に
も
歴
史
的
な
脈
絡
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
他
方

で
中
園
共
産
黛
・
園
民
黛
の
組
織
の
賓
情
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
常
識

的
・
理
念
的
理
解
と
は
大
い
に
異
な
る
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
(
高
橋
論

文
、
松
田
論
文
)
o

政
黛
祉
曾
向
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
言
い
う
る
こ
う
し
た

政
黛
論
は
、
政
治
史
や
事
件
史
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
、
そ
れ
に
関
連
さ
せ
て
そ

れ
ら
政
黛
の
活
動
を
論
ず
る
と
い
う
従
来
の
愛
想
か
ら
は
生
ま
れ
出
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
革
命
中
心
史
観
か
ら
す
る
歴
史
の
整
理
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
が

つ
と
め
て
距
離
を
置
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
園
共
雨
黛

が
政
治
史
の
主
人
公
と
な
る
は
ず
の
一
九
三

0
年
代
以
降
を
扱
う
本
巻
に
お

い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。

同
様
に
、
従
来
根
強
か
っ
た
外
凶
企
業
に
よ
る
経
済
活
動
l
帝
国
主
義
侵

略
の
典
型
例
、
と
い
う
見
方
が
相
酋
に
梯
拭
・
相
針
化
さ
れ
て
い
る
の
も
、

本
シ
リ
ー
ズ
全
艇
を
通
じ
た
特
色
の
ひ
と
つ
だ
が
、
第
三
巻
の
富
津
論
文
が

提
示
す
る
在
華
紡
像
な
ど
も
大
き
な
示
唆
を
輿
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
富
津
論
文
は
企
業
経
管
の
側
面
か
ら
在
華
紡
を
見
た
場
合
に
、

そ
の
存
在
が
経
済
侵
略
と
は
異
な
る
次
元
の
意
義
を
有
し
て
い
た
|
|
企
業

経
替
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
、
中
国
の
合
同
祉
経
営
に
た
い
し
て
ラ
イ
バ
ル
的

模
範
と
な
っ
て
い
た
|
|
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
改
革
・
開

放
時
期
以
降
、
企
業
経
営
の
あ
り
ょ
う
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る

合
排
企
業
・
外
資
系
企
業
に
よ
る
経
管
ス
タ
イ
ル
、
す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
中
国
へ
の
導
入
と
そ
れ
へ
の
封
麿
と
い
う
形
で
、
議

論
の
過
程
に
あ
る
が
、
そ
う
し
た
表
而
的
な
類
似
性
の
比
較
を
離
れ
て
も
、

富
津
論
文
や
久
保
論
文
の
一
一
小
唆
す
る
も
の
は
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
O
世
紀
中
園
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
l
マ
に
か
ん
し
て
、
限
ら
れ
た
分
量
で

そ
の
テ
l
マ
自
艇
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
わ
か
り
や
す
く
素
描
し
つ
つ
、
従
来

の
歴
史
像
の
安
首
牲
を
再
検
討
し
、
さ
ら
に
近
年
の
研
究
動
向
や
認
識
愛
化

の
過
程
を
併
せ
て
解
説
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
賓
に
難
し
い
作
業
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
全
憶
と
し
て
は
、
概
ね
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、

第
三
巻
で
は
、
一
、
二
虫
色
に
比
べ
て
歴
史
事
象
列
記
型
の
記
述
、
つ
ま
り
数

科
書
的
記
述
に
近
い
論
説
が
や
や
目
立
つ
(
松
田
論
文
、
川
島
論
文
、
高
見

津
論
文
)
の
が
や
や
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「

O
Oも

行
わ
れ
た
(
試
み
ら
れ
た
)
o
:
:
:
だ
が
×
×
と
い
う
問
題
は
筒
車
に
は
解

決
さ
れ
な
か
っ
た
(
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
と
と
い
う
よ
う
な
論
遮

が
散
見
し
、
い
ま
一
歩
の
分
析
が
鉄
け
て
い
る
印
象
を
輿
え
る
の
で
あ
る
。
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前
述
の
よ
う
に
、
近
年
に
お
い
て
こ
の
程
の
書
物
(
概
説
と
分
野
別
の
論
評

を
粂
ね
る
形
態
の
も
の
)
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
同
じ

執
筆
者
が
似
た
よ
う
な
テ

I
マ
で
似
た
よ
う
な
文
章
を
溌
表
し
て
い
る
こ
と

に
起
因
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

413 

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
現
時
結
に
お
け
る
日
本
の
中
園

、
近
現
代
史
研
究
の
ほ
ぼ
企
て
の
分
野
を
カ
バ
ー
し
、
そ
の
最
先
端
の
研
究
動

向
と
展
望
を
飴
す
と
こ
ろ
な
く
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
格
好
の
指
南
書
で
あ

る
。
第
四
巻
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
園
、
蓋
湾
、
韓
圏
、
ア
メ
リ
カ
の
間
半
界

動
向
や
進
展
の
著
し
い
研
究
分
野
、
研
究
闘
心
の
推
移
な
ど
も
、
お
お
む
ね

日
本
の
そ
れ
に
近
く
、
そ
の
玄
味
で
は
研
究
の
手
法
や
関
心
な
ど
に
お
い
て

も
、
日
本
の
準
界
は
こ
の
三

O
年
ほ
ど
、
岡
外
の
研
究
動
向
と
ほ
ぼ
歩
み
を

共
に
し
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
言
う
ま
で
も
な
く
、
研
究
の
行
わ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
る

べ
き
分
野
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
細
大
も
ら
さ
ず
、
す
べ
て
組
み
入
れ
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
が
、
何
で
も
か
ん
で
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
事
典
風
の
研
究
紹
介
を
我
々
は
欲
し
て
は
い
な
い
し
、
総
花
的
紹

介
は
本
シ
リ
ー
ズ
編
者
の
素
志
と
も
大
い
に
た
が
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
望
萄
の
言
を
遮
べ
る
な
ら
ば
、
第
一
!
三
巻
で
取

り
あ
げ
ら
れ
た
三

O
の
研
究
領
域
・
テ
l
マ
の
う
ち
、
近
年
と
み
に
研
究
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た

(
つ
ま
り
テ
l
マ
が
立
つ
ほ
ど
に
研
究
蓄
積
が
進
ん
だ
)
理
由
、
さ
ら
に
は

各
論
説
の
執
筆
者
が
そ
の
テ
l
マ
に
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
内
在
的
・
外
在

的
事
由
の
説
明
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

本
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
さ
れ
た
三

O
の
テ

I
マ
は
、
い
ず
れ
も
が
二

O
世
紀

の
中
園
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
一
言
、
つ
ま
で
も
な
く

「
隣
家
の
犬
が
子
犬
を
生
ん
だ
」
に
類
す
る
媛
小
な
テ
l
マ
な
ど
一
つ
も
な

い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
説
執
筆
者
の
扱
う
テ
l
マ
が
、
車
に
そ
の
人

だ
け
が
研
究
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
参
考
文
献
が
作
成
で
き
る
ほ
ど
に
深

く
、
多
く
探
究
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
例
え
ば
、
近
年
に
お
け
る
祉
舎
史
・
文
化
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研

究
の
盛
行
は
、
そ
れ
が
流
行
だ
か
ら
、
と
い
う
よ
う
な
車
純
な
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
わ
た
し
は
流
行
で
は
な
い
は
ず
だ
、
と
信

じ
た
い
。

と
す
れ
ば
、
考
え
得
る
要
因
の
パ
タ
ー
ン
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
中
国
の
あ
る
課
題
は
、
賓
は
二

O
世
紀
を
通

し
た
課
題
で
あ
る
こ
と
が
個
々
の
研
究
者
に
よ
っ
て
「
橡
測
」
「
護
見
」
さ

れ
、
そ
れ
を
解
明
す
る
の
に
必
要
な
デ
ー
タ
や
資
料
が
、
(
貫
は
清
末
・
民
園

に
も
探
せ
ば
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
だ
、
と
。
こ
の
場
合
、
向
同
学
を
は
じ

め
と
し
て
賓
地
に
中
国
枇
舎
を
見
問
、
健
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
代
中
園
へ
の
関
心
・
問
題
意
識
が
歴
史
的
中
園
へ
と
、
遡
及
し
、

そ
れ
が
史
料
の
探
索
や
史
賓
の
解
明
へ
と
息
子
術
的
に
展
開
し
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
現
在
と
の
封
話
や
現
代
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
歴
史
を
見

る
は
が
重
層
化
し
、
多
様
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

意
識
に
支
え
ら
れ
た
研
究
を
吋
能
に
し
た
も
の
が
、
こ
の
三
十
年
の
聞
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
膨
大
な
資
料
群
、
と
り
わ
け
枇
曾
史

的
側
面
の
愛
化
を
如
賓
に
停
え
て
く
れ
る
新
聞
、
雑
誌
、
槍
案
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
現
代
中
園
が
抱
え
る
種
々
の
問
題
へ
の
闘
心
を
起
黙
と
し
て
、
そ

れ
の
歴
史
的
背
景
や
起
源
を
二

O
世
紀
中
園
の
な
か
に
見
つ
け
よ
う
と
す
る

研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
一
方
に
お
い
て
、
現
代
の
高
み
か
ら
す
る
副
知
、
例
え
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ば
個
々
の
研
究
者
の
持
っ
て
い
る
問
題
意
識
に
整
合
的
な
事
例
ゃ
、
考
え
の

近
い
人
物
を
歴
史
の
中
に
見
つ
け
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
バ
イ
ア
ス
と
常
に

隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
に
白
質
的
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
バ

イ
ア
ス
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
持
っ

て
い
る
中
図
像
に
遁
合
的
な
も
の
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
別
の
バ
イ
ア
ス
を

生
む
危
険
性
は
、
つ
ね
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
第
三
巻
に
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
白
出
の
位
相
を
扱
っ
た
論
説

(
水
羽
論
文
、
中
村
論
文
)
が
あ
り
、
歴
史
上
の
可
能
性
を
踏
め
た
水
脈
と

し
て
、
中
国
の
「
自
由
」
「
個
の
隼
践
」
と
そ
の
提
唱
者
た
ち
の
思
惟
の
意

義
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
少
数
先
資
者
に
よ
る
精
論
の
い
わ
ば

釘
極
に
あ
る
一
般
知
識
界
の
通
念
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
を
論

じ
る
テ
l
マ
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
水
羽
論
文
は
、
新
文
化
運
動
を
経
て

一
九
二

0
年
代
に
世
を
覆
う
に
至
っ
た
知
的
扶
況
と
し
て
、
「
慾
愛
さ
え
科

皐
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
の
よ
う
な
」
科
挙
高
能
覗
の
風
潮
の
あ
っ

た
こ
と
を
惇
え
て
い
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
音
釜
誌
は
な
い
も
の
の
、

清
末
か
ら
民
固
に
か
け
て
確
か
に
中
園
知
識
界
を
支
配
し
た
そ
う
し
た
通
念

|
|
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
ー
に
つ
い
て
は
、
第
ム

1
三
巻
の
い
ず
れ

か
に
テ
l
マ
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

科
学
高
能
主
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
吐
曾
進
化
論
や
一
枇
曾
主
義
思
想
と
い
っ

た
事
項
に
つ
い
て
も
、
一
吐
曾
史
や
文
化
史
の
領
域
に
力
黙
を
置
く
本
シ
リ
ー

ズ
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
う
し
た
視
結
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
と
し
て

の
こ

O
世
紀
中
岡
の
知
的
大
紋
況
を
分
析
す
る
論
説
が
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
社
合
同
准
化
論
的
な
も
の
の
考
え
方
に
立
つ
少
数
民
族

観
は
、
現
代
中
岡
に
お
い
て
も
決
し
て
消
滅
し
た
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
清
末
・
民
園
の
そ
う
し
た
思
潮
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
成
し
て
い

る
同
時
代

H
本
と
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
も
、
近
年
「
語
柔
史
」
や
「
概
念

史
」
を
中
心
に
そ
の
方
而
の
研
究
に
顕
著
な
進
展
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
鰯

れ
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
「
あ
れ
が
な
い
、
こ
れ
が
な
い
」
式
の
注
文
を
つ
け

れ
ば
、
き
り
は
な
い
。
脱
革
命
史
観
以
後
の
政
治
史
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
民
衆
を
扱
っ
た
分
野
の
論
説
が
少
な
い
で
は
な
い
か
、
日
中
関
係
史
は

:
、
現
に
そ
う
し
た
分
野
を
研
究
し
て
い
る
讃
者
は
、
自
ら
の
研
究
分
野

が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
う
し
た
注
文
を
つ
け
た
く
は
な
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
書
を
讃
む
段
々
は
、
次
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
す
な
わ
ち
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
現
今
の
中
園
近
現
代
史
研
究
の
各
領
域
を

術
服
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
よ
り
深
め
る
べ
き
研
究

領
域
が
仕
分
け
、
選
別
さ
れ
、
あ
る
領
域
へ
の
研
究
に
競
令
を
か
け
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
讃
者
の
多
く
は
賓

際
に
研
究
に
従
事
す
る
、
も
し
く
は
研
究
を
志
す
人
た
ち
で
あ
ろ
う
が
、
本

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
さ
れ
た
領
域
を
研
究
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
で
安

心
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
そ
の
領
域
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
気
に

病
ん
だ
り
、
疎
外
感
を
感
じ
る
必
要
も
な
い
。
む
し
ろ
、
自
分
が
直
接
に
は

関
わ
っ
て
い
な
い
研
究
領
域
の
現
在
の
到
達
結
や
問
題
貼
、
そ
し
て
研
究
楓

角
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
研
究
関
心
を
よ
り
幅
虞
い
も
の
に
す
る

た
め
の
礎
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
る
資
料
が
そ
れ
を
使
う
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
使

わ
れ
る
研
究
領
域
に
よ
っ
て
、
異
な
る
意
味
を
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
中
岡
郷
村
に
お
け
る
「
隻
軌
政
治
」
の
存

在
を
指
摘
し
た
費
孝
通
の
一
九
四

0
年
代
後
宇
の
主
張
は
、
第
二
巻
の
笹
川

論
文
で
は
、
地
方
の
停
統
的
自
治
機
能
を
破
壊
し
か
ね
な
い
保
甲
制
強
行
へ
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の
反
封
論
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
封
し
て
、
第
三
巻
の
水
初
論
文

は
、
同
じ
費
の
論
著
を
引
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
惇
統
的
自
治
を
一
黛
濁
裁
支

配
の
も
と
で
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
英
米
の
憲
政
の
導
入
を
要
求
す
る
主
張

と
し
て
理
解
す
る
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
論
著
(
資
料
)
が
そ

れ
を
利
用
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
か
く
も
異
な
る
意
味
を
付
奥
さ
れ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
だ
け
で
も
、
我
々
の
目
は
大
き
く
聞
か
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
、
つ
。

同
様
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
所
収
の
論
説
に
は
、
今
後
探
究
す
べ
き
問
題
群
が

豊
富
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
讃
む
者
の
知
的
好
奇
心
を
大
い
に
刺
激
し
て
く

れ
る
が
、
例
え
ば
数
皐
で
い
う
懸
賞
問
題
の
よ
う
に
、
研
究
者
た
る
も
の
が

す
べ
か
ら
く
そ
れ
に
取
り
組
み
、
そ
の
第
一
解
答
者
た
る
こ
と
を
目
指
す
よ

う
促
す
も
の
で
は
な
い
。
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
は
、
す
で
に
設
定
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
認
識
・
愛
見
さ
れ
、
研
究

の
深
ま
り
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
次
々
と
立
ち
現
れ
て
く
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
各
論
説
が
提
不
す
る
問
題
群
と
て
、
そ
れ
は
各
執
筆
者
が
誰
か
に
輿

え
ら
れ
た
課
題
で
は
な
く
、
自
ら
研
究
を
深
め
て
い
く
中
で
っ
か
み
出
し
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
論
説
の
ど
れ
も
が
教

え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
み
じ
く
も
第
四
虫
色
の
桑
兵
論
文
が
過
度

に
研
究
動
向
に
反
廃
す
る
傾
向
を
戒
め
て
、
「
問
題
を
掲
げ
て
材
料
を
さ
が

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
く
ご
と
く
、
各
論
説
で
提
示
さ
れ
て
い
る
問
題
群

の
よ
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
を
見
ず
に
、
テ
ー
マ
や
問
題
貼
だ
け
を
鵜
呑
み
に

し
て
、
そ
れ
に
追
従
し
て
は
な
る
ま
い
。
要
領
の
良
い
つ
ま
み
食
い
こ
そ
は
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
刊
行
に
圭
出
力
し
た
編
者
・
著
者
た
ち
の
最
も
歓
迎
せ
ざ
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
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最
後
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
挙
術
動
向
の
共
同
作
業
が
可
能

な
背
景
と
し
て
、
円
本
に
お
け
る
重
層
的
・
網
羅
的
な
息
子
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
中
園
近
現
代
史
的
学
界
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
今
さ
ら
な

が
ら
に
あ
る
種
の
感
慨
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
第
四
巻
の
「
あ
と
が
き
」

に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
定
の
大
島
干
や
向
学
舎
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
だ
け
の
共
同
作
日
栄
を
お
こ
な
い
う
る
凶
は
少
な
い
し
、
ま
た
日
本

に
お
い
て
も
、
か
く
も
組
織
的
な
研
究
動
向
整
理
が
時
々
に
行
わ
れ
る
皐
術

領
域
は
中
岡
撃
の
ほ
か
に
は
多
く
あ
る
ま
い
。
日
本
の
中
園
、
近
現
代
史
研
究

が
関
連
諸
皐
の
成
果
の
吸
収
と
そ
れ
ら
と
の
封
話
に
よ
っ
て
大
き
な
設
展
を

見
た
よ
う
に
、
か
か
る
好
候
件
の
も
と
で
完
成
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
成
果

が
濁
り
中
岡
事
だ
け
で
な
く
、
他
の
領
域
・
分
野
の
研
究
に
も
新
た
な
知
見

を
興
え
る
大
き
な
契
機
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

ま
た
同
様
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
近
年
封
外
的
な
愛
信
力
・
競
争
力
の
低

下
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
慶
く
世
界
に
愛
信
す
べ
き
最
良
の
成
呆
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
聞
け
ば
、

本
書
は
そ
の
英
語
版
の
刊
行
を
も
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
れ
が

賓
現
し
、
岡
際
的
に
見
て
も
充
分
な
内
容
と
貴
重
な
提
言
と
を
令
わ
せ
持
つ

本
書
が
、
世
界
の
中
凶
皐
研
究
に
と
っ
て
も
共
有
さ
れ
る
べ
き
資
崖
と
な
る

よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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